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(1) 逆打打継自の設計と施工の現状を調査して，力学的観点、から既往の 3 種類(直接法，注入法，充働法)
の施工法の優劣を解明し，設計者および施工者のために，設計条件を考慮した合理的な施工法の選定方
法を明示している。
(2) 注入法の問題点を明確K し，その改良工法(新注入法)を提案するとともに，施工標準作成のための
重要な知見を明示している。
(3) 直接法のための新しい混和材料を開発し，力学性能，水密性能に関する有効性を明確にしている。
(4) 打継目の水密性能の現状を調査するとともに，水密性能向上のための改良工法を提案し，実施建物に
おける実験からその効果を検証している。
(5) 打継目の形状が，往の軸圧縮耐力に与える影響を明確にするとともに，各種の施工法によって作製し
た柱の打継目の曲げせん断実験iとより，施工法による打継目の力学的性能への影響を明らかにしている。
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(6) 打継目の耐久性を中性化促進実験によって調査し，各施工法の耐久性能に及ぼす影響を明確にしてい
る。
(7) 打継目の品質を非破壊で検査するため，超音波伝搬速度法の適用性を検討し，その有効性を確認する
とともに，複雑な配筋の実物の部材に適用する方法を明示している。
以上のように，本論文は逆打工法の適用に際して，従来解明されていなかったコンクリートの逆打打継
自の種々の性能を明確にし，また新たな幾つかの提案も行って同工法の安全確実な適用に極めて有益な知
見を与えている。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
-619-
